






駒場松桜会（第三・駒場高校同窓会）会報 2026（令和8））年４月１日（4）第117号

第 15回 「同窓の集い」
本年も昨年同様の形式で開催いたします。
同窓の皆さまの楽しい交流の場となりますように…
どうぞお誘いあわせの上、ご参加ください！

会費：5,000 円 （新入会員（駒 78）は無料！）　

最寄り駅：JR 四ツ谷駅（麹町口から徒歩１分）
東京メトロ南北線 四ツ谷駅（３番出口から徒歩３分）
丸の内線 四ツ谷駅（１番出口から徒歩３分）

日時：2026 年 6月 13 日 （土）
　　　　　 午後 2時～ 4時（受付　1時 30 分～）
会場：主婦会館プラザエフ　7階「カトレア」

★申込方法：メール・ＦＡＸ・はがきにて各自以下の内容をご記入の上、お申し込みください。
　　　　　　　　氏名・卒業回（第三　　　　回）または（駒　　　　　回）
　　　　　　　　郵便番号・住所・携帯または固定電話番号
★申込締切：4月末日（会場のスペースの都合上、先着120名様で締め切らせていただきます。）

会報に同封の振込用紙に金額をご記入の上、出来るだけ事前にお振込みください。
（当日のお支払いも受け付けます）

ビュッフェスタイル
フリードリンク！

（20歳未満はソフトドリンクですよ）

コチロンを一緒に踊りませんか？
　コチロンは17世紀にフランスで誕生、庶民のフォークダンスだったものが宮廷ダンスとなり、18 ～ 19世紀に
ヨーロッパからアメリカへ、更に文明開化の明治鹿鳴館舞踊として日本に登場。府立第三高等女学校でも体育の一貫と
して取り入れられました。駒場高校では平成元年頃まで体育の授業で実施されていたダンスで、今では日本で唯一駒場
高校のみで松桜会会員により踊り継がれています。8人で一組の美しいスクエアダンスです。
　毎月1回の練習会（第三月曜日11：00～ 12：30）に是非ご参加ください！　初心者大歓迎です！

ま
ず
は
参
加
に
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

コ
チ
ロ
ン
は
体
と
頭
の
体
操
で
す
。�

駒
７　

倉
地
眞
知
子

米
寿
を
迎
え
た
私
も
、
コ
チ
ロ
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、

七
十
歳
若
返
え
ら
れ
ま
す
⁉�

駒
８　

岡　
　

道
子

コ
チ
ロ
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
り
、
楽
し
く
動
け
て
、

良
い
運
動
に
。
八
十
代
の
脚
腰
強
化
に
も
有
効
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
12　

菅
生　

庸
子

体
育
祭
で
在
校
生
、
卒
業
生
が
一
緒
に
踊
る
日
を

夢
見
て
い
ま
す
。�

駒
12　

伊
藤
芙
佐
子

何
度
や
っ
て
も
覚
え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
る
こ
と
は
楽
し
い
で
す
。�

駒
14　

賀
茂　

教
子

第
三
の
先
輩
の
方
々
の
い
な
い
今
、
伝
統
あ
る
コ
チ
ロ
ン

を
駒
場
の
代
で
消
滅
さ
せ
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
14　

米
田　

貴
子

半
世
紀
以
上
過
ぎ
て
、
ま
た
コ
チ
ロ
ン
を
踊
る
こ
と
が

出
来
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。�

駒
14　

田
口　

恭
子

八
十
歳
の
壁
を
元
気
に
越
え
た
い
と
、
楽
し
み
つ
つ

踊
っ
て
い
ま
す
。

「
軽
や
か
に
宮
廷
ダ
ン
ス
風
薫
る
」�

駒
17　

西
尾　

弘
子

コ
チ
ロ
ン
の
輪
で
繋
が
る
同
窓
の
絆
。
脳
ト
レ
に
も

な
り
ま
す
。�

駒
24　

志
村　

文
子

頭
を
使
っ
て
踊
る
コ
チ
ロ
ン
！　

年
齢
を
越
え
て
楽
し
め

ま
す
。
毎
回
楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

駒
24　

木
暮　

徳
子

コ
チ
ロ
ン
は
体
力
よ
り
も
記
憶
力
。
古
希
の
挑
戦

楽
し
く
続
く
。�

駒
27　

松
井　

裕
子

コ
チ
ロ
ン
の
会
に
入
れ
て
頂
き
半
年
余
り
。
毎
回
笑
い

い
っ
ぱ
い
で
楽
し
い
で
す
。�

駒
28　

宮
川　

悦
子

初
め
て
の
参
加
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
先
輩
方
が
優
し
く

教
え
て
下
さ
り
、
楽
し
く
踊
れ
ま
し
た
。�

駒
30　

窪
田　

国
子

「同窓の集い」にて披露

練習会での練習風景

••••• 参加者のひと言感想文 •••••



駒場松桜会（第三・駒場高校同窓会）会報（5）2026（令和8）年４月１日 第117号

母
校
生
徒
の
活
躍
（
１
月
現
在
）

訃
報

　

荒
田　

政
和
先
生
（
英
語
）

　
　
　

（
２
０
２
４
年
８
月
１
日
）

　

小
松　

朝
夫
先
生
（
英
語
）

　
　
　

（
２
０
２
４
年
９
月
25
日
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

◎
サ
ッ
カ
ー
部

・
東
京
都
高
校
総
体
二
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

　

ベ
ス
ト
20

・
全
国
高
校
選
手
権
大
会

　
　

東
京
大
会
二
次
予
選　

ベ
ス
ト
32　

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
東
京
都
高
校
イ
ン
ド
ア
大
会

　

男
子　

団
体
戦
ベ
ス
ト
16

　

女
子　

団
体
戦
ベ
ス
ト
16

　
　

優
秀
選
手
賞　

2
名

◎
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

・
関
東
公
立
高
校
大
会
東
京
都
予
選

　
　

団
体
戦
第
2
位　

・
関
東
公
立
高
校
大
会　

団
体
戦
第
4
位　

・
都
立
対
抗
大
会　

団
体
戦
優
勝　

◎
柔
道
部

・
関
東
高
校
選
抜
大
会
東
京
都
予
選　

　

男
子　

個
人
66
㎏
級
ベ
ス
ト
8　

　

女
子　

個
人
48
㎏
級
ベ
ス
ト
8

　
　
　
　
　
　

52
㎏
級
ベ
ス
ト
4　

・
文
武
両
道
杯
全
国
高
校
柔
道
大
会

　

女
子　

団
体
戦
第
3
位

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
関
東
大
会
東
京
都
予
選
ベ
ス
ト
16

◎
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
都
立
高
校
研
修
大
会
第
1
位

・
東
京
都
高
校
春
季
大
会
ベ
ス
ト
32

◎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
都
立
高
校
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
4

◎
陸
上
競
技
部

・
全
国
高
校
選
手
権
大
会

　

男
子　

や
り
投
げ
第
8
位　

砲
丸
投
げ
第
13
位

・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
Ｕ

18
大
会

　

男
子　

や
り
投
げ
第
8
位　

砲
丸
投
げ
第
10
位

◎
水
泳
部

・
全
国
高
校
総
体　

 

　

男
子　

50
ｍ
自
由
形
第
8
位

・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏

季
大
会

　

男
子　

50
ｍ
自
由
形
第
4
位

　
　
　
　

400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
第
8
位　

・
関
東
高
校
選
手
権
大
会　

　

男
子　

50
ｍ
自
由
形
第
3
位　

第
6
位

　
　
　
　

400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
第
5
位　

◎
Ｋ
Ｍ
Ｃ

・
東
京
都
高
校
軽
音
楽
連
盟
秋
大
会　

決
勝
進
出

◎
写
真
部

・
都
立
高
校
フ
ォ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
５

駅
広
告
掲
載

◎
百
人
一
首
部

・
全
国
選
手
権
大
会
東
京
都
予
選　

団
体
戦
第

３
位

・
全
国
選
手
権
大
会　

個
人
戦
準
優
勝

・
全
国
高
校
総
合
文
化
祭　

　

東
京
都
チ
ー
ム　

最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大

臣
賞

◎
演
劇
部

・
東
京
都
高
校
文
化
祭
演
劇
部
門
中
央
大
会

　
　

東
京
都
高
校
演
劇
研
究
会
長
賞

　
　

東
京
都
教
育
委
員
会
賞

　
　

（
北
関
東
大
会
推
薦
）

　

こ
れ
か
ら
も
母
校
生
徒
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

駒
2　

匿
名
1
名

駒
4　

中
村　

睦
子

駒
4　

高
山　

弘
子

駒
5　

水
野　

直
房

駒
6　

岡
村　

正
子

駒
7　

齊
藤　

絹
子

駒
8　

平
山　

昌
司

駒
8　

小
野　

眞
由
美

駒
8　

匿
名
1
名

駒
9　

荒
川　

智
恵
子　

駒
10　

安
井　

君
子

駒
11　

田
中　

千
賀
子

駒
12　

大
沼　

民
子

駒
12　

赤
尾　

道
子

駒
12　

佐
々
木　

清

駒
12　

綱
島　

郁
子

駒
12　

長
島　

弘
毅

駒
12　

伊
藤　

芙
佐
子

駒
13　

和
田　

妃
紗
子

駒
14　

賀
茂　

文
夫

駒
14　

賀
茂　

教
子

駒
14　

田
口　

恭
子

駒
14　

渡
辺　

千
冬

駒
14　

匿
名
3
名

駒
15　

岩
井　

か
ほ
る

駒
15　

北
川　

暁
子

駒
15　

匿
名
1
名

駒
16　

大
森　

静
代

駒
16　

匿
名
3
名

駒
17　

石
井　

康
智

駒
17　

山
根　

勉

駒
17　

匿
名
1
名

駒
23　

横
山　

庸
子

駒
28　

望
月　

真

駒
31　

匿
名
1
名

駒
55　

川
井　

真
央

そ
の
他　

1
名

　

寄
付
者
芳
名
　
２
０
２
６
年
１
月
末
日
現
在　

　  

松
桜
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

松
桜
会
年
会
費
は
本
年
度
中
に
80

歳
を
迎
え
る
学
年
か
ら
免
除
と
な
り

ま
す
。（
今
年
度
は
駒
17
回
か
ら
上

の
学
年
が
対
象
で
す
。）

松
桜
会
年
会
費
免
除
の
お
知
ら
せ

　

松
桜
会
会
報
の
送
料
（
ゆ
う
メ
ー

ル
代
）
が
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
年
会
費
納
入
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
納
入
の
お
願
い

松
桜
会
で
は
会
報
の
発
送
作
業
、

都
駒
祭
参
加
時
の
お
手
伝
い
な
ど
、

同
窓
会
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
松
桜
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
手
伝
い
の
お
願
い

松
桜
会
で
は
評
議
員
・
理
事
・
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
松
桜
会
活
動
に
協
力

し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。同

窓
会
会
報
の
企
画
編
集
、
松
桜

会
講
座
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
な
ど

様
々
な
事
業
を
充
実
さ
せ
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
桜
会
役
員
募
集
！

松
桜
会
で
は
1
口
千
円
か
ら
の
ご

寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 ご

寄
付
の
お
願
い

転
居
の
際
に
は
新
住
所
の
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

届
け
出
の
方
法

本
紙
１
頁
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
手
続
き

で
き
ま
す
。

住
所
変
更
届
の
お
願
い

令
和
８
年
は
１
月
早
々
、
林
野
火
災

や
日
本
海
側
大
雪
に
つ
い
て
の
報
道
が

続
き
ま
し
た
。
そ
の
地
域
の
皆
様
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
２
月
は
ミ

ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
五
輪
で
沢
山

の
感
動
シ
ー
ン
に
触
れ
る
こ
と
が
出

来
、
涙
し
喜
び
に
沸
き
ま
し
た
。
そ
し

て
早
く
も
、
母
校
の
桜
も
美
し
い
時
期

を
迎
え
、
無
事
に
松
桜
会
会
報
発
行
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
携
わ
っ
て
い
た

　
　
　
　
　 

馬
渕
伸
子
理
事
長
か
ら
の
ご
挨
拶

　

２
０
２
５
年
７
月
以
降
本
年
１
月
末
日
ま
で
に
41
名
の
皆
さ

ま
か
ら
合
計
19
万
８
千
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

だ
い
た
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

松
桜
会
は
、
１
月
に
昨
年
９
月
ご
逝

去
さ
れ
た
故
百
田
葉
子
様
（
第
三
43
）

か
ら
代
理
人
の
方
を
通
じ
て
多
額
の
ご

遺
贈
が
あ
り
、
大
変
有
難
く
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
松
桜
会
は
永
年
に
渡
り
年

会
費
を
千
円
に
据
え
置
い
た
ま
ま
、
決

し
て
潤
沢
と
は
云
え
な
い
運
営
資
金
の

な
か
で
、
同
窓
生
の
絆
と
母
校
の
発
展

を
願
い
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
ご
寄
付
は
今
後
の
松
桜

会
活
動
に
大
き
な
支
え
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
百
田
様
に
は
心
か
ら
の
感
謝
と

共
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。百

周
年
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
松
桜
会
講
座
は
、
学
習
講
座
と
散

策
講
座
で
沢
山
の
会
員
の
皆
様
に
受
講

さ
れ
喜
ば
れ
て
来
ま
し
た
。
今
ま
で
に

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓

生
の
皆
様
と
講
座
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
今
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
っ
て
講
座
部
の
人
員
不
足

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
お
仕
事
で
現
役

を
退
か
れ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
体
力
・
気

力
に
余
裕
が
お
あ
り
の
方
、
そ
し
て
若

い
方
に
も
、
運
営
に
参
加
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

学
習
講
座
の
講
師
と
し
て
深
い
知
見
を

お
持
ち
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

誌
面
で
ご
案
内
の
通
り
、「
同
窓
の

集
い
」
が
６
月
13
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
同
期
の
ご
友
人
、
部
活
の
お

仲
間
な
ど
と
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
と
嬉
し
い
で
す
。
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駒場松桜会（第三・駒場高校同窓会）会報 2026（令和8））年４月１日（6）第117号

講座

講座

対 象 者：駒場松桜会会員・母校教職員・PTA会員　他
申込方法：往復はがきに、次の内容を記入してください。
　　　　　①講座名　②郵便番号・住所　③携帯及び固定電話番号　④氏名
　　　　　⑤会員－卒業回　教職員－所属　PTA会員－お子様の氏名・学年・ホーム
　　☆返信はがきに宛先の住所・氏名を記入してください。１つの講座につき１枚でお申し込みください。
申 込 先：〒153-0044　目黒区大橋2-18-1　都立駒場高校内　(一財)駒場松桜会事務局
　　☆申込後のキャンセルは、開講日の 2週間前からは受講料をいただきますことをご了承ください。

松桜会講座 のお知らせ（令和８年度上期） 4/10㈮
締切（必着）

A

B
企画　
講 座 部 会

講師　染谷　俶子
（駒17）

ＪＲ京浜東北線の駅から歩く路地めぐり
　―東十条・赤羽駅―
1. 東十条駅から：自然と歴史が調和するエリアを渋沢栄一
に縁のある飛鳥山公園を目指して歩く。起伏に富んだや
や健脚向けのコース。

2. 赤羽駅から：“千円でべろべろに酔える”と云う「せんべろ
街」を抜けて、のどかな土手歩き、「荒川・隅田川を学ぶ」
社会科見学。寺社仏閣はほんの付け足し。

定　員：20名
受講料：1,500円
会　場：母校東館和室

諸般の情勢により、日程の変
更や中止になる場合もありま
すので、ご了承ください。

５/９（土）・５/23（土）・
６/６（土）
10：30～ 12：00

５/16（土）・６/20（土）　
10：00　駅出発
12：00　解散予定

定　員：30名
受講料：1,500円　
（含　資料代、保険料）

人口高齢化と社会変化：超高齢社会に生きる

第１回　世界の人口高齢化と日本
　第２回　超高齢社会の現状と課題
　第３回　人生100年時代の社会政策と個人の対応

明治学院大学社会学部・同大学
院修士課程修了。東京都老人総
合研究所社会学部研究助手。
米国Bryn Marw,College Ph.D取
得。鹿児島国際大学、淑徳大
学、東京女子大学定年退職。
Malaysia Institute of Aging
客員教授。現在はACAP (Active 
Aging Consortium Asia and
Pacific) 執行部。

※前回まで申込者数が定員を超えても参加者にお手伝いをお願いし、ご希望に添うようにしてきました。
　しかし講座部員不足の現況を鑑み、今回は参加者数を抽選などの方法で制限させていただきますことをご承知おきください。
　なお、初回に欠席ご予定の方は、お申し込みをご遠慮ください。ご理解の程お願いいたします。

﹁
心
の
在
り
方
~
身
体
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
~
﹂
を
受
講
し
て

　

高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
、
日
々
体
調
に
心
も
行
動
も
左
右
さ
れ
、
つ
く

づ
く
心
身
一
体
と
感
じ
て
い
た
時
に
、
松
桜
会
報
で
こ
の
講
座
を
見
つ
け

受
講
し
ま
し
た
。

　

心
と
身
体
を
持
つ
一
個
人
が
複
数
と
な
る
と
社
会
と
な
り
、
そ
の
中
の

関
係
で
行
動
が
違
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
空
の
電
車
の
ど
の
座
席
か
ら
乗

客
が
座
っ
て
い
く
か
を
観
察
す
る
と
、
端
の
席
か
ら
座
り
、
真
ん
中
に
座

る
知
ら
な
い
人
と
は
距
離
を
お
く
。
知
り
合
い
と
は
隣
に
座
る
。
ま
た
、

十
九
人
乗
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
出
来
る
だ
け
つ
め
込
む
と
三
十
八
人
乗

れ
た
が
、
互
い
に
顔
見
知
り
と
な
る
と
そ
ん
な
に
は
乗
れ
な
い
実
験
な
ど

興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
の
回
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
健
康
体
操
ト
ッ
プ
３
の

プ
リ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
元
気
に
動
け
る
身
体
を
一
生

保
つ
た
め
の
体
操
」
で
、
第
３
位
片
足
立
ち
（
バ
ラ
ン
ス
）、
第
２
位
カ
ー

フ
レ
イ
ズ
（
か
か
と
の
上
げ
下
げ
で
ふ
く
ら
は
ぎ
を
鍛
え
る
）、
第
１
位

ス
ク
ワ
ッ
ト
（
体
幹
を
鍛
え
る
）
で
す
。
三
つ
の
体
操
を
毎
日
続
け
て
姿

勢
を
整
え
、
足
腰
の
筋
肉
を
鍛
え
て
、
心
身
健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

う
と
い
う
石
井
康
智
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

賀
茂　

教
子
（
旧
姓　

田
所
）（
駒
14
）

﹁
Ｊ
Ｒ
中
央
・
総
武
線
の
駅
か
ら
歩
く
路
地
め
ぐ
り
﹂

に
参
加
し
て

　

さ
て
、
何
を
書
こ
う
か
と
前
号
前
々
号
の
会
報
を
読
み
直
し
ま
し
た
。

「
さ
す
が
、
駒
場
の
後
輩
方
」
と
納
得
。
私
が
書
く
こ
と
は
︙

　

今
期
の
第
一
回
路
地
め
ぐ
り
は
、
阿
佐
ヶ
谷
駅
集
合
、
高
円
寺
駅
解
散
。

長
年
都
内
に
住
み
な
が
ら
、知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
地
名
は
「
阿
佐
谷
」、

駅
名
は
「
阿
佐
ヶ
谷
」
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

第
二
回
は
荻
窪
駅
集
合
解
散
。
昔
は
別
荘
地
と
し
て
人
気
だ
っ
た
と
か
。

今
ま
で
は
寺
社
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
路
地
め

ぐ
り
で
は
、
著
名
人
の
住
ま
わ
れ
た
家
や
土
地
を
中
心
に
散
策
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
日
も
そ
う
で
な
い
日
も
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
傘
が
お

ち
ょ
こ
に
な
る
ほ
ど
の
強
風
と
大
雨
の
中
、
誰
が
雨
女
な
の
？
と
言
い
な

が
ら
歩
い
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

所
に
た
ま
た
ま
入
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
散
策
中
、
地
元
の
方
に
ど
う
い

う
グ
ル
ー
プ
で
す
か
？
と
聞
か
れ
た
り
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
講
座
を
企
画
運
営
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
ご
苦

労
に
は
大
変
頭
が
下
が
り
ま
す
。
お
蔭
様
で
、
参
加
者
は
決
め
ら
れ
た
時

刻
に
集
合
、
気
の
合
う
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
（
先
輩
・
後
輩
と

の
交
流
も
）、
気
楽
に
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
だ
け
。
何
と
素
晴
ら
し
い
講

座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　

健
脚
で
な
く
て
も
大
丈
夫
。
解
散
時
刻
は
、
ち
ょ
う
ど
お
昼
時
。
心
地

よ
い
疲
れ
の
中
、
普
段
よ
り
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
む

の
も
あ
り
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
待
つ
ご
自
宅
に
急
ぐ
も
よ
し
。

　

皆
様
も
お
友
達
を
誘
っ
て「
路
地
め
ぐ
り
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

い
つ
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
で
す
。
で
も
、
希
望
者
が
増
え
て
、
担
当
の
方
々

か
ら
は
嬉
し
い
悲
鳴
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
？

大
熊　

惠
子
（
旧
姓　

伊
藤
）（
駒
19
）

参　加　者　の　声


